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いきもの森予報月

小鳥の森で観察してみよう 137

カワラヒワ

分類 スズメ目 アトリ科 

大きさ：14cm

鳴き声：キリリ、コロロ、ジューーン

見られる時期
・一年中

小鳥の森で見られる場所
・小鳥の森全域

10

いがらし ゆうだい さん（7才）
が描いてくれました。

この実何の木？

夏もすっかり終わりを告げ、涼しい日が続くようになる10月。小鳥の森の園内は「実
りの秋」を迎えます。夏の間は緑色だった実は徐々に色付き、すでに色付いていた実は
日々熟していきます。今回は園内で観察しやすい木の実を紹介します。
１つ目はエノキ。ネイチャーセンターの外階段の脇や、かんさつ広場などに植えてある

木です。葉の縁（ふち）に特徴があって、先端の方はギザギザしていますが、枝に近い方
は滑らか（なめらか）でツルりとしています。実は丸く直径６mmほどの大きさで、オレ
ンジ色や赤色に熟します。甘いこの実を鳥たちは喜んで食べます。
もう一つはリョウブ。シジュウカラの小径のあづまや付近で観察できます。木の表面が

縦長に剥がれるため、茶色と灰色のまだら模様に見えツルツルしています。実はブドウの
ような房の形。15cmほどの長さにぶら下がり、直径3～4mmの茶色の実をたくさん付け
ます。冬になると、ウソやツグミなどの冬鳥がついばむ姿も。この他にも、赤や黒などに
色付く木の実がたくさんあります。ぜひ「実り散策の秋」を楽しんでください。

エノキ（葉） エノキ（実） リョウブ（樹皮） リョウブ（実・未熟）



栄坂が

＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2023年10月号№448／企画・発行：福島市小鳥の森／NPO法人野鳥の会ふくしま

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

お知らせ

スタッフだより

自 然 情 報月４ いきものニュース 月

自然のお便り

９

小鳥の森HP

青い来客・ピンクの花のお願い事

９月に入ると８月とは一変。朝や夕方に気温が25℃前後になる
ことが多く、過ごしやすくなりました。とは言っても30℃を超え
る日もあり、やはり残暑を感じました。
そんな夏と秋の境目。夏の間あまり姿を見せることのなかったカ
ワセミを見る機会が多くありました。ネイチャーセンターの真下
にある小さな池で、何度も水面に飛び込んでは獲物を捕まえる姿
や、ときには失敗する姿を観察することができました。偶然居合
わせた来園者の方たちは、窓辺でそっと青い来客を眺めていまし
た。
また、先月の「いきもの森予報」でも紹介したツリフネソウが

今年も見頃を迎えました。森の緑に映える濃い鮮やかなピンク色。
変わった形で目を引く花ですが、種の頃も面白いのです。ツリフ
ネソウの実は、ちょっと触っただけでパチンと弾け2～3mも種を
飛ばす仕組みを持っています。我慢ができず弾けてしまう様子か
ら、花言葉は「私に触れないで。」でもツリフネソウは種を広げ
ることができて、本当は喜んでいるかもしれませんね。
鮮やかな生き物たちを通して季節の移り変わりを楽しめた9月

でした。

カワセミ

雨に濡れないヒミツ

チョウは公園や学校、森の中など幅広い場
所で観察できる身近な昆虫です。晴れの日は
見かけるのに、雨の日はあまりいない？一体
どこにいるのでしょうか？
実は、チョウは葉の裏などの濡れない場所

に隠れています。翅（はね）が濡れるとチョ
ウは飛べなくなってしまうから。チョウの翅
の表面は、小さ過ぎて人間の目には見えない
鱗粉（りんぷん）という粉で覆われています。
魚のウロコや瓦の屋根のように少しずつ重な
りながらびっしりと並んでいます。この鱗粉
のおかげで多少の雨ならはじくことができる
のです。でも鱗粉は一度取れてしまうと元に
戻りません。できるだけ雨の当たらないとこ
ろに身をひそめ、デリケートな翅を守ってい
るのですね。

小鳥の森は40周年を迎えました！

昭和58年（1983年）に開園して今年で
40周年を迎えた「福島市小鳥の森」。
福島市民の皆さまや、周辺地域の皆さまに
親しまれてここまで来ることができました。
この節目を記念したイベントを開催いた

します。たくさんの企画を準備しておりま
すので、ぜひ足をお運びください。

日時：11月3日（金・祝）
場所：福島市小鳥の森

※イベントの内容、申し込み方法は決まり
次第、「福島市小鳥の森ホームページ」等
でご案内いたします。

ツリフネソウ
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